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重量ライシメータ

蒸発散量が直接測定可能蒸
散 蒸

発

吸
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圃場の土壌水分条件を再現できない

蒸発散は農作物の栽培管理で重要な要素



スマートフィールドライシメータ（SFL）

ライシメータ下端の土中水圧力を近接土壌に
近づける下端圧力制御システム

ロードセル
ポンプの負荷が少ない制御が必要

外部圧＝下端圧となるように給排水

ポ
ン
プ



下端圧が下限値に達した時

10秒給水

10秒排水

下端圧が上限値に達した時

外部圧

ライシメータ下端の圧力

上限値

下限値
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野外実験と室内実験の違い

室内実験 降雨× コンセント

野外実験 降雨〇 太陽光パネル

少ないポンプ稼働
回数で制御する
システムを開発

室内実験で検証

上田(2022)

スマートフィールドライシメータ



目的

・電源の変更によるシステムへの影響

・ライシメータ下端圧の制御

・データ保存間隔の検討

野外におけるスマートフィールドライシメータの検証



スマートフィールドライシメータの野外設置

CR1000
センサーやポンプの制御

ポンプ稼働状況を
10秒間隔で保存

三重大学附属農場に設置

外枠排水ポンプ
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外部圧測定用
テンシオメータ
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下端圧測定用
テンシオメータ

水分計 圧力計
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ポンプ稼働

電源の変更によるシステムへの影響の確認
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各種センサーやポンプ

電
源
供
給

外枠排水ポンプ
稼働時に

12Vを下回る

センサーの出力値にも影響
ロガーから電源をとっているから？
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各種ポンプ

ポンプ用電源を
新たなバッテリーから供給

ロガー電圧が安定 10
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電源の変更によるシステムへの影響の確認

ポンプ稼働
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ポンプへ負担をかけず
下端圧は外部圧±10cmの範囲で変動

排水10回
（100秒）

給水1回
（10秒）

外部圧 下端圧

ライシメータ下端圧の制御

上限値(外部圧+10cm)

下限値(外部圧‐10cm)



まとめ

野外におけるスマートフィールドライシメータの検証

乾燥で外部圧が低下する環境や降雨で外部圧が急激に
上昇する環境など，より多くの条件での検証が必要

残された課題

ポンプ専用バッテリーから電源をとり、ポンプの稼働による
出力値への影響をなくした

外部圧が-20～-30cmの環境では上、下限値は外部圧±10cmの
範囲、ポンプの稼働時間10秒の設定で下端圧を制御可能

電源の変更によるシステムへの影響の確認

ライシメータ下端圧の制御


